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	 周波数変調型原子間力顕微鏡(FM-AFM)は，固体表面や固液界面の局所的な構造変化を原子・分

子スケールでその場観察できる[1, 2]． 本研究は，この手法を用いてマイカと類似した結晶構造を

持つモンモリロナイトを原子スケールで観察し，Cs+の挙動（吸着，拡散）についてマイカ表面と

の違いを検証した．モンモリロナイトとマイカは，ともに 2:1 型の層状ケイ酸塩鉱物であるが，

(001)面の負電荷源となるカチオン(モンモリロナイトの場合は Mg2+などの２価カチオン)の配位位

置が異なる（図１）．両者の(001)面表面を CsCl溶液中でその場観察したところ，両方の鉱物表面

で他のカチオンサイトよりも 1Åほど大きい格子点が観察された（図２）．この格子点の比率が，

試料の組成分析結果から導き出される層電荷に準ずることから，観察されたこれらの格子点は吸

着した Cs+であると考えられる．マイカとモンモリロナイト上では Cs+の分布に明確な違いが見ら

れ，モンモリロナイト上では Cs+が線状に吸着するのに対し，マイカ上では六方格子を形成して吸

着していた．また，モンモリロナイト上の Cs+は 10数分にわたり安定して吸着していたが，マイ

カ上の Cs+は 20秒の走査時間内に脱離が見られ，別のサイトへ拡散していることが示唆された．

発表では，両鉱物表面における Cs+の吸着メカニズムの違いについて議論する． 
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図２ CsCl 溶液中のモンモリロナイト表面（上段）とマイカ表面（下段）の表面形状像． 

   吸着 Cs と考えられる格子点を点線で囲んでいる． 

図１ マイカとモンモリロナイトの 

   結晶構造 
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